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1. 研究の背景および目的 

大学の授業で、天気図を示して風向を記入する

という問いを出すと、ほぼ全員、正しい風向を記

入することができない。正解ではないが「高気圧

と低気圧を結び矢印をつける」という学生は、ま

だましな方で、全くわからない学生も多数存在す

る。研究協力者の高校でも同じ状況である。滋野

（2020）。    

本稿は、こうしたミスコンセプションから生ま

れた「天気図から風を読む」という学びが気象分

野の系統的な学習につながり、天気の学習が飛躍

的に面白くなるという研究成果をまとめたもので

ある。研究方法は、筆者が担当する複数の大学で

の実践と一般市民向けの公開講座、中学校・高等

学校の研究協力者の実践などによるアクションリ

サーチを基本として実施した。 

2. 方法 

2.1 中学校教科書の分析から 

 気圧と風について、中学校の教科書では、「風は

気圧の高いところから低いところに向かって吹く」

「北半球の高気圧のまわりでは時計回りに噴き出

すような風が吹き・・」となっていて、この関連

を説明する記述がない教科書と、「発展」として高

校地学の風向と等圧線を紹介するものがある。い

ずれにしても天気図から風向がどうなっているの

かを詳しく学ばないことになっている。この点が

最も悩ましく、理解を難しくしている。 

2.2 教科書分析から生まれた「天気図から風を読

む」とは 

 天気図から風向を読むことができなければ、寒

気移流、暖気移流、梅雨の湿潤な水蒸気移流も理

解が困難である。「天気図から風を読む」は「等圧

線は風向」を示すとして「等圧線を上からなぞり、

高圧部が右側になるように矢印をつける」という

ものである。（図 1）参照。少し乱暴なように見え

るが、エクマン境界層の上の自由大気は地表の摩

擦の影響が及ばず、主に

気圧傾度力とコリオリ力

で風向を考えればよい。   

3. 「天気図から風を 

読む」ことで気団や前線

を理解する 

 こうした「風を読む」は、

中学生もすぐに理解し、すぐに予想天気図が読めるよ

うになった。等圧線を全てなぞり天気図全体の風を読

むと気団・前線もすんなりと理解できる。 

4. 気象災害の原因となる積乱雲の学習 

 積乱雲の学習は気象防災上重要である。「天気図

から風を読む」を学習後、「牛乳で積乱雲をつくろ

う」「圧電素子で雷実験」等を行い、積乱雲に伴う

災害を学ぶ。体験を伴いワクワクする学びとなる。   

5. 中学校では学ばない「大気の状態が不安定」 

 天気予報で頻出する「大気の状態が不安定」と

は、積乱雲が発生しやすい状態である。これを学

ぶことは気象災害が多発する日本ではとても重要

である。 

6.  まとめ 

「天気図から風を読む」は、気象学習の軸となる

天気図を理解し、気象の系統的な学習をつくり出

し、ミスコンセプションの解消につながる。気象

防災への理解を深めるためにも普及に努めたい。 

 本研究は JSPS 科研費 18k02596 及び 21K02616

の助成を受けたものである。 
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